
 

Fig. 1 (a) is the experimental setup. (b) is the fluorescence 

pattern of the hBN. The inset is polar coordinate sysem. 

六方晶窒化ホウ素中の単一結晶欠陥の双極子方向解析 
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近年、超低閾値レーザー、高感度センサ、さらに、単一光子源などの実現を目指し、固体単一

発光体とナノフォトニクスデバイスとのハイブリッドデバイスの研究が注目されている。単一結

晶欠陥含有六方晶窒化ホウ素（hBN）は、高輝度かつ狭帯域の発光を示す新しい固体発光体であ

る。この hBN を用いハイブリッドデバイスを実現するには、hBN 中の双極子の方向解析や制御が

重要となる。今回我々は、ベクトルビームを用いて、その双極子の方向を解析したので報告する。 

Fig.1(a)に、実験に用いた共焦点顕微鏡システムを示す。サンプルには、カバーガラス上に分散

させた hBN ナノフレーク（幅～200 nm、高さ 5nm～50 nm）を用いた[1, 2]。波長 532 nm のレーザ

ー光（直線偏光）を、液晶リターダ（Thorlabs, WPV10L-532）に導入することで、ベクトルビー

ムを生成した。対物レンズ（NA=1.4, x100）を用いてベクトルビームをサンプルに集光、発生し

た蛍光を単一光子検出器を用いて測定した。 

 Fig.1 (b)にラジアル偏光を用いて励起した場合の蛍光パターンを示す。得られた蛍光パターン

を計算結果と比較すると、双極子の極角（）と方位角（）は、それぞれ、60 度と 75 度である

ことがわかった。講演では、これらについて詳細な結果を報告する。 
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